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坂本地区の人口・世帯

坂
本
区
民
の
み
な
さ
ま
、
新
年
明
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

２
０
２
１
年
は
一
昨
年
に
引
き
続
き
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
翻
弄
さ
れ
た
一
年
で
し
た
。

翻
弄
さ
れ
た
と
は
い
え
、
中
津
川
市
で
も
コ

ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
が
進
み
、
ワ
ク
チ
ン
接

種
と
併
せ
マ
ス
ク
・
手
洗
い
・
三
密
の
回
避
と

い
っ
た
基
本
的
な
感
染
予
防
対
策
を
行
う
こ
と

で
、
12
月
時
点
で
は
一
応
の
落
ち
着
き
を
見
せ

て
い
ま
す
。
こ
の
状
況
を
継
続
さ
せ
、
ウ
イ
ル

ス
に
打
ち
勝
つ
た
め
、
今
一
度
「
感
染
し
な
い
・

感
染
さ
せ
な
い
」
こ
と
を
意
識
し
た
行
動
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

■
頻
発
す
る
降
雨
災
害
に
つ
い
て

さ
て
、
地
球
温
暖
化
に
伴
う
「
気
候
変
動
」

に
よ
り
豪
雨
災
害
が
日
本
各
地
で
頻
発
し
て
い

ま
す
。
坂
本
地
区
で
も
８
月
の
豪
雨
に
お
い
て

河
川
の
水
位
上
昇
に
よ
る
護
岸
崩
壊
や
、
道
路

法
面
の
崩
壊
な
ど
災
害
が
多
数
発
生
し
ま
し
た
。

地
球
温
暖
化
は
私
た
ち
が
日
々
暮
ら
す
中
で

排
出
す
る
二
酸
化
炭
素
が
要
因
の
一
つ
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
区
民
一
人
ひ
と
り
が
地
球
温
暖

化
を
意
識
し
、
二
酸
化
炭
素
排
出
を
抑
え
る
生

活
を
心
が
け
る
と
と
も
に
、
二
酸
化
炭
素
を
吸

収
す
る
身
近
な
自
然
を
大
切
に
し
て
い
か
な
く

て
は
な
り
ま
せ
ん
。
区
民
の
み
な
さ
ま
の
意
識

改
革
に
よ
り
地
球
温
暖
化
抑
制
に
取
り
組
む
姿

勢
が
必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

■
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
と
関
連
事
業
の

工
事
実
施
に
つ
い
て

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
事
業
と
関
連
事
業
の
工

事
が
坂
本
地
区
で
始
ま
り
ま
し
た
。
各
工
事
現

場
は
塀
で
囲
わ
れ
、
周
辺
道
路
で
は
多
く
の
工

事
用
車
両
が
走
っ
て
い
ま
す
。
様
々
な
工
事
が

輻
輳
す
る
な
か
、
区
民
の
生
活
環
境
へ
の
影
響

ふ
く
そ
う

が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

区
長
会
で
は
事
業
者
に
対
し
、
工
事
中
の
区

民
の
安
全
は
も
と
よ
り
、
区
民
の
生
活
環
境
の

保
全
を
最
優
先
に
工
事
を
行
う
と
と
も
に
、
工

事
の
情
報
を
区
民
に
わ
か
り
や
す
く
丁
寧
に
周

知
す
る
よ
う
要
望
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
数
年

は
工
事
が
続
く
と
思
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
要

望
は
事
業
者
に
は
継
続
し
て
求
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

■
地
域
づ
く
り
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性

化
に
つ
い
て

リ
ニ
ア
工
事
等
に
よ
っ
て
坂
本
地
区
の
風
景

が
日
々
変
わ
っ
て
い
ま
す
。
工
事
現
場
周
辺
で

は
、
少
し
見
な
い
間
に
大
き
く
景
色
が
変
わ
っ

て
い
る
こ
と
も
珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

人
口
減
少
社
会
が
続
く
中
で
、
変
わ
り
ゆ
く

景
色
を
目
の
当
た
り
に
す
る
と
き
、
坂
本
区
民

が
こ
の
地
に
愛
着
を
持
ち
、
将
来
に
わ
た
り
住

み
続
け
る
に
は
ど
う
し
た
ら
良
い
か
考
え
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
、
若
者
が
働

く
場
所
の
確
保
、
子
育
て
環
境
の
整
備
、
自
然

環
境
保
護
と
整
備
保
全
な
ど
坂
本
地
区
の
み
な

ら
ず
地
域
社
会
が
抱
え
る
課
題
は
多
く
あ
り
ま

す
が
、
坂
本
区
長
会
は
坂
本
地
域
ま
ち
づ
く
り

推
進
協
議
会
と
協
力
体
制
の
も
と
、
区
民
の
生

活
環
境
が
今
ま
で
ど
お
り
確
保
さ
れ
、
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
つ
く
る
活
動
を
行
い
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

最
後
に
、
疫
病
（
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
）
に
打

ち
勝
ち
、
今
年
一
年
み
な
さ
ま
が
健
康
に
す
ご

さ
れ
る
こ
と
を
祈
念
い
た
し
新
年
の
挨
拶
と
い

た
し
ま
す
。

ま
す
。
大
雨
や
地
震
な
ど
の
自
然
災
害
は
、
時

区分 11月末 10月末

人口計 12,716 12,715

人口(男) 6,334 6,341

人口(女) 6,382 6,374

世帯数 5,030 5,031

坂本地区区長会長

勝 佳朗

区
長
会
長
新
年
の
あ
い
さ
つ
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市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
地
域
の
福
祉
を
支
え
て
い
る

方
々
を
表
彰
し
、
感
謝
の
意
を
さ
さ
げ
て
い
ま
す
。
今
年
度

は
、
熊
﨑
早
苗
さ
ん
（
５
区
坂
本
１
）
と
井
口
実
さ
ん
（
７

区
下
洗
井
７
）
が
、
地
区
社
会
福
祉
推
進
協
議
会
役
員
等
表

彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
例
年
、
市
社
会
福
祉
大
会
の
席
で

授
与
式
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
今
年
度
も
感
染
症
対
策
の
た

め
中
止
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
11
月
18
日
の
坂
本
地

区
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
の
席
に
お
い
て
、
社
会
福
祉

協
議
会
の
糸
魚
川
常
務
理
事
（
兼
）
事
務
局
長
か
ら
お
二
人

へ
表
彰
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
長
年
の
福
祉
事
業
へ
の
ご

尽
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
ご
協
力
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

11
月
24
日
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
「
花
街
道
坂
本
同
志
会

(

代
表

幸
脇
朝
江
さ
ん)

」
の
み

な
さ
ん
が
、
県
道
苗
木
恵
那
線

の
美
恵
橋
に
近
い
交
差
点(

岩

屋
堂
地
内)

の
花
壇
の
環
境
整

備
を
行
い
ま
し
た
。
雨
後
の
濡

れ
た
雑
草
の
草
刈
り
、
み
な
さ

ん
お
疲
れ
様
で
し
た
。

毎月第３日曜日は「家庭の日」

中津川市青少年健全育成推進市民会議

１月１６日

みんな そろって

たのしい ごはん

花
街
道
坂
本
同
志
会
が
花
壇
の
環
境
整
備

熊
﨑
さ
ん
と
井
口
さ
ん
に
福
祉
功
労
者
表
彰

12
月
12
日
、
東
美
濃
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
歌
舞
伎
ホ
ー

ル
で
第
47
回
東
濃
歌
舞
伎
大
会
が
開
催
さ
れ
、
東
濃
歌
舞

伎
中
津
川
保
存
会
の
演
目
「
絵
本
太
功
記

尼
ケ
崎
閑
居
」

に
、
坂
本
公
民
館
講
座
「
こ
ど
も
歌
舞
伎
」
の
受
講
生
12

名
が
出
演
し
、
坂
本
地
区
か
ら
５
名
が
出
演
し
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
２
年
ぶ
り
の
お
披
露
目
と
な
っ
た
舞

台
。
今
回
で
卒
業
と
な
る

子
も
初
め
て
出
演
す
る
子

も
、
半
年
以
上
前
か
ら
励

ん
で
き
た
練
習
の
成
果
を

発
揮
し
、
見
事
に
演
じ
切

り
ま
し
た
。

JR
東
海
へ
リ
ニ
ア
に
関
す
る
要
望
書
を
提
出

東
濃
歌
舞
伎
大
会
に
こ
ど
も
歌
舞
伎
が
出
演

１月 行事名

５日（水） 大型ごみの日

13日（木） 資源ごみの日（千旦林）

19日（水） 資源ごみの日（茄子川）

27日（木） 燃えないごみの日（千旦林）

31日（月） 燃えないごみの日（茄子川）

11
月
19
日
、
坂
本
区
長
会
（
勝
佳
朗
会
長
）
が
JR
東

海
に
対
し
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
に
関
す
る
要
望
書
を
提

出
し
ま
し
た
。
要
望
書
で
は
、
工
事
中
お
よ
び
開
業
後

に
お
け
る
坂
本
区
民
の
生
活
環
境
へ
の
影
響
を
低
減
さ

せ
る
た
め
、
「
岐
阜
県
駅
西
側
の
防
音
壁
区
間
を
防
音

防
災
フ
ー
ド
区
間
に
計
画
変
更
す
る
こ
と
」
、
「
工
事

の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
地
域
住
民
の
生
活
環
境
へ
の

配
慮
を
最
優
先
と
す
る
こ
と
」
、
「
リ
ニ
ア
中
央
新
幹

線
工
事
に
関
す
る
区
民
の
不
安
や
心
配
を
解
消
す
る
た

め
、
区
民
に
対
し
十
分
周
知
さ
れ
る
よ
う
し
っ
か
り
説

明
を
行
う
こ
と
」
の
３
項
目
に
つ
い
て
対
応
を
求
め
ま

し
た
。

熊﨑早苗さん（写真左）

井口実さん（写真左）

第11回はがきコンクール

入賞作品と地域の応募作品を展示します
令和４年１月７日（金）～１月１３日（木）

坂本公民館 ２階 ロビー


